
人材育成事業

特殊用途や専門技術など、高度なドロー
ン活用に関する専門技術者向けの研修
会を開催

【研究開発支援】
ドローンの機体や付属装置、ソフト、
サービス等の研究開発を支援

補助率：２/３以内
補助額：上限500万円
採択予定件数：3件

会員企業等による事業成果のＰ
Ｒとして、電子カタログや先駆的な
実証実験動画の制作

作業打合せの様子

【事務局】大分県商工観光労働部新産業振興室内
〒870-8501 大分市大手町３丁目１－１

【設立】平成２９年６月１３日
【会長】石井 四郎（株式会社デンケン代表取締役会長）
【会員】２１７企業・団体等（令和６年４月１日現在）
【主な事業活動】
１．分科会活動・会員間交流
２．各種開発の支援
３．普及・啓発、人材育成
４．情報提供・連携
５．コーディネート

【社会実装促進支援】
ドローンを活用した先駆的な公開
実証実験等に要する費用を支援
（令和4年度まで実施）

補助率：1/2以内
補助額：上限150万円
採択予定件数：3件

定期総会・交流会の開催

開発等支援事業分科会事業

分野ごとに会員が連携して、主体的に取り組む各種分科会活動を支援

【分野分科会】
●測量・点検・調査分科会
●観光・教育・エンタメ分科会
●防災・減災分科会
●展示会出展分科会

【主な活動例】
勉強会、実証試験、外部発信、
他団体等との意見交換会 など

普及セミナー・講習会の開催

（株）オーイーシー
昭和電工（株）

ドローン飛行空域管
理サービス「DUCT」
の開発

プラント設備点検の
高度化・効率化に向
けた実証実験

情報発信事業

稼げる産業への転換 大分県ドローン協議会
大分県ドローン協議会
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測量・点検・調査分科会の
橋梁点検見学会の様子



測量・点検・調査分科会 活動内容（令和３年度）

日 時
内 容

参加人数 場 所項 目 詳 細
令和３年
４月９日 実証実験 赤外線カメラ等を搭載し

たドローンによる法面点検
１６人

（人数制限あり） 豊後高田市

４月23日 実証実験 レーザースキャナ搭載ド
ローンによるトンネル点検 ４０人 中津市

６月3日 講演会 大分県測量設計コンサル
タンツ協会 ５１人 大分市

６月25日 見学会 橋梁点検用ドローンによ
る点検 ５０人 由布市

７月30日 見学会 水上・水中ドローンによる
調査 ７８人 大分市

11月2日 講演会
大分県建設技術センター
インフラ点検・調査（橋
梁）の現状と未来

７０人 大分市

11月12日 講演会
大分県建設技術センター
法面の点検・調査の新技
術の紹介

７０人 大分市

11月16日 出前講座
大分工業高校の生徒に
対して、講座、操縦体験、
展示を実施

１４人 大分工業高校

11月19日 出前講座
佐伯豊南高校の生徒に
対して、講座、操縦体験、
展示を実施

１５人 佐伯豊南高校

12月3日 見学会 橋梁点検用ドローンによ
る点検 ３８人 豊後大野市
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（１）目的
測量・点検・調査分野へのドローン活用に関して会員が連携して事例研究、課題の抽出、研究開発、研究成果の発表（実証

実験や展示会出展など）及び討議することで、技術レベルの向上及び活用促進を図る。
（２）分科会長：株式会社テクノコンサルタント 会長 伊東 修 氏
（３）分科会員：17事業者
（４）活動内容

※８月に講演会、9月及び２月に展示会を予定していたが、新型コロナウイルス感染の
拡大防止の観点から延期

橋梁点検の概要説明

トンネル点検の見学会

橋梁点検の実証

水上・水中ドローンの見学会

高校生への出前講座 高校生の操縦体験の様子



測量・点検・調査分科会 活動内容（令和４年度）

日 時 内 容 参加人数 場 所項 目 詳 細
令和４年
８月26日 講演会 大分県建設技術センター

トンネル点検の最新技術 ７０人 大分市

10月26日 実装見学会 水路トンネル等の点検・
調査機器展示説明会 ３４人 大分市

11月11日 講演会
応力発光画像によるイン
フラ状態・予知診断技術
の開発

８人 大分市

11月18日 実装見学会 トンネル点検～iTOREL
～ ４３人 津久見市

11月25日 講演会
大分県建設技術センター
ロボット・ドローンを用いた
点検・調査における弊社
の取組

７０人 大分市

令和５年
２月10日

研修会
展示会

インフラ点検支援技術等
体験研修会
※大分県土木建築部及び
（一社）大分県測量設計
コンサルタンツ協会と共催

１４６人 大分市

令和４年
7月11日

10月24日
令和５年
2月 7日

出前講座
佐伯豊南高校生徒に対
して、出前講座、操縦指
導をカリキュラムの一部とし
て実施

１３人 佐伯市

令和５年
３月８日 講演会

全国特定法面保護協会
北陸地方支部
法面点検・調査の新技
術の紹介

８０人 新潟市
3

トンネル点検の見学会

インフラ点検支援技術等展示会

インフラ点検支援技術等研修会

高校生への出前講座 高校生への操縦指導の様子

インフラ点検支援技術等展示会

（１）目的
測量・点検・調査分野へのドローン活用に関して会員が連携して事例研究、課題の抽出、研究開発、研究成果の発表（実証

実験や展示会出展など）及び討議することで、技術レベルの向上及び活用促進を図る。
（２）分科会長：株式会社テクノコンサルタント 会長 伊東 修 氏
（３）分科会員：25事業者
（４）活動内容



測量・点検・調査分科会 活動内容（令和5年度）

日 時 内 容 参加人数 場 所項 目 詳 細
令和5年
5月22日 出前講座

大分県立佐伯豊南高等
学校工業技術科２年生
（基礎講座）

１４人 佐伯市

5月26日 出前講座
大分県立佐伯豊南高等
学校工業技術科３年生
（西日本ロボット・ドローン
センター見学）

１２人 大分市

7月28日 実装見学会
橋梁点検用中型ドローン
による橋梁（下部工）
点検

１３人 大分市

11月13日 出前講座
大分県立佐伯豊南高等
学校工業技術科２年生
（操縦体験）

１３人 佐伯市

12月21日 実装見学会 トンネル点検～iTOREL
～ １９人 宇佐市

令和6年
２月16日 展示会

インフラ点検支援技術等
展示会
※大分県土木建築部及び
（一社）大分県測量設計
コンサルタンツ協会と共催

１２３人 大分市

3月11日 出前講座
大分県立佐伯豊南高等
学校工業技術科２年生
（レーザー測量講習・実技
指導等）

１３人 佐伯市
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橋梁点検の見学会（実演）

（１）目的
測量・点検・調査分野へのドローン活用に関して会員が連携して事例研究、課題の抽出、研究開発、研究成果の発表（実証

実験や展示会出展など）及び討議することで、技術レベルの向上及び活用促進を図る。
（２）分科会長：株式会社テクノコンサルタント 会長 伊東 修 氏
（３）分科会員：21事業者
（４）活動内容

橋梁点検の見学会（説明）

トンネル点検の見学会 展示会

出前講座（座学） 出前講座（実技）



ドローンサッカー体験 デモフライト

展示会 講習

観光・教育・エンタメ分科会 活動内容（令和３年度）
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（１）目的
観光・教育・エンタメなどの分野へのドローン活用に関して会員が連携して事例研究、課題の抽出、研究開発、研究成果の発

表(イベント開催など)及び討議することで、技術レベルの向上及び活用促進を図る。また、子どもの科学技術への興味・関心を育む
とともに、地域振興への展開やドローンの普及啓発を図る。

（２）分科会長：株式会社オー・イー・シー 執行役員 野﨑 浩司 氏
（３）分科会員：9事業者
（４）活動内容

ドローン利用者の拡大及び社会受容性の醸成を図るため、
大分県農業文化公園において、ドローン実機による操縦体験、
デモフライト、展示会及び講習などを開催

２日間で延べ2,839人の来場（一昨年同日比＋1,312人）

※その他、ドローンサッカー普及に向けた意見交換・体験会及びイベント開催に向けた打合せ等を定期的に実施



ドローンサッカー体験 デモフライト

屋内ドローンショー 講習会

観光・教育・エンタメ分科会 活動内容（令和４年度）①
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（１）目的
観光・教育・エンタメなどの分野へのドローン活用に関して会員が連携して事例研究、課題の抽出、研究開発、研究成果の発

表(イベント開催など)及び討議することで、技術レベルの向上及び活用促進を図る。また、子どもの科学技術への興味・関心を育む
とともに、地域振興への展開やドローンの普及啓発を図る。

（２）分科会長：株式会社オー・イー・シー 執行役員 野﨑 浩司 氏
（３）分科会員：11事業者
（４）活動内容

ドローン利用者の拡大及び社会受容性の醸成を図るため、令和５年
２月４日及び５日にるるパーク（大分県農業文化公園）において、
屋内ドローンショー、ドローン実機による操縦体験、デモフライト、展示会及
び講習会などを開催。
２日間で延べ2,326人の来場（昨年同日比＋1,299人）

※その他、佐伯商工会議所主催の「わくわくスポーツフェスタ（9/25）」においてドローンサッカー体験会を実施



ドローンサッカー体験

観光・教育・エンタメ分科会 活動内容（令和４年度）②
Japan Drone/次世代エアモビリティEXPO in 九州（福岡）2022
に福島県関連企業と大分県ドローン協議会会員企業で共同出展！
（１）日時：2022年12月6日～7日
（２）会場：福岡国際会議場
（３）入場者数：2,315人
（４）出展者数：56社・団体
（５）大分県出展者：株式会社オーイーシー、株式会社コイシ、

おおいたドローンプラットフォーム・クロス、ciRobotics株式会社

※その他、県新産業振興室及び県産業科学技術センターがそれぞれカンファレンスに登壇し、協議会の活動をPR

展示会の様子 大分関係者ブース

機体展示
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ドローンナイン体験 展示会

VR体験 講習会

観光・教育・エンタメ分科会 活動内容（令和５年度）
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（１）目的
観光・教育・エンタメなどの分野へのドローン活用に関して会員が連携して事例研究、課題の抽出、研究開発、研究成果の発

表(イベント開催など)及び討議することで、技術レベルの向上及び活用促進を図る。また、子どもの科学技術への興味・関心を育む
とともに、地域振興への展開やドローンの普及啓発を図る。

（２）分科会長：株式会社オー・イー・シー 執行役員 野﨑 浩司 氏
（３）分科会員：12事業者
（４）活動内容

ドローン利用者の拡大及び社会受容性の醸成を図るため、令和６年
１月６日及び７日にるるパーク（大分県農業文化公園）において、
ドローン実機による操縦体験、デモフライト、展示会、VR体験及び
講習会などを開催。
２日間で延べ5,834人の来場（昨年同日比＋4,276人）

※るるパークでの「杵築市健康マラソン大会」開催時に本イベントを実施することで集客効果を高めた。



ドローンサッカー体験

展示会出展分科会 ながさきデジタルDEJI-MA産業メッセ2023（第２回ドローンサミット）
（１）日時：2023年9月7日～8日
（２）会場：出島メッセ長崎
（３）来場者数：3,858人
（４）出展者数：83社・団体
（５）大分県出展者：株式会社オーイーシー、

おおいたドローンプラットフォーム・クロス
ciRobotics株式会社、株式会社ノーベル
柳井電機工業株式会社、大分県、ドローン協議会

※その他、県新産業振興室がシンポジウム及びステージイベントプログラムに登壇し、大分県の活動をPR

展示会の様子

機体展示
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展示会の様子



企業と連携した災害時のドローン映像共有体制の実装

【ドローンを活用した地域課題解決の新たな仕組みづくり】
地域で活躍するドローン企業と連携して、発災直後の被災状況を撮影できる体制を構築

災害時のドローンによる情報収集は、被害状
況の早期把握や救助活動の迅速化などより
効果的な災害対応につながることが期待。
土木事務所等にドローンは配備されているも
のの、発災直後は危険個所の巡視や地元対
応・関係機関調整等が優先される。
映像情報は災害現場の状況を共有する有
効な手段だが、空撮動画は数GBの大容量
データとなるため、既存の県災対システム等で
は迅速な情報共有が困難。

①災害情報の検知

災害時のドローン活用に関する地域モデルを実装
（地域にある様々な企業人材・機材等と連携・協力）

背
景
・
課
題

県の保有する情報・ニーズ

解
決
へ
の
手
段

解
決
策

大分県ドローン協議会は、200社以上の県
内企業等が会員として参画し、会員企業はド
ローン機材や飛行スキルを蓄積（県の企業
会・協議会において最大規模）
災害時は自治体からの要請があれば航空法
も適用除外となるが、災害時に企業が活動
協力するには関係機関との調整がネック。
大容量データを共有する仕組みとして、大分
大学減災・復興デザイン教育研究センターが
「EDiSON」を構築し、令和３年度末に県災
対システムとの連携が実現

②空撮内容の特定 ③ドローン機材の保有 ④現場のドローン空撮
民間企業のノウハウ・スキル
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大分県と大分県ドローン協議会の協定締結式（令和５年３月９日）

大分県ドローン協議会 村井副会長（左）と大分県 吉田副知事（右）

11Oita Prefecture

災害時におけるドローンによる緊急被災状況調査に関する協定 締結式
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「災害時におけるドローンによる緊急被災状況調査に関する協定」の概要

①行政災害検知
災害発生 調整

【県関係機関】 【新産業振興室】
事業者調整

②出動調整

出動依頼 出動要請

【調査協力者】
出動の可否判断県防災局

災害対策本部

情報収集 情報共有

EDiSONを介して
県災害対応システムに
集約

④データupload③現地空撮

• 災害時のドローンによる調査は、被害状況の早期把握や救助活動の迅速化などより効果的な災害対応につながることが期待される一
方、災害時という非日常の環境下でドローンを飛行させるには、日頃からドローンを活用して業務を行うなど、一定のスキルやノウハウが
求められる。

• このため、県が保有する災害情報と大分県ドローン協議会会員が保有するドローンスキル等を連携し、県内の被災状況を速やかに把握
し、効果的な災害対応に繋げるための緊急被災状況調査に関する協定を締結するもの。

• 具体的には、県内で自然災害等が発生し、県がドローンによる調査が必要であると判断した場合に、事前に登録いただいた大分県ドロー
ン協議会会員（以下「調査協力者」という。）に対して出動要請し、調査協力者が災害現場等を空撮の上、県に提供（EDiSONに
アップロード）するもの。

• 県と調査協力者の間で有償の業務請負契約を締結するとともに、調査に従事したことにより負傷や第三者に対して損害を与えた場合の
損害補償の責任者（従事者を雇用する調査協力者）を規定。

• その他、本協定による活動が円滑に行われるよう、防災訓練などを平常時からの協力体制を規定。

【事業スキーム】

※県関係部局に情報がないか
確認の上で依頼
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※県と調査協力者の間で
業務請負契約を締結

※撮影したデータは企業側で
アップロード実施（アップロー
ド方法は災害時ドローン撮
影調査マニュアル参照）

・航空法第132条の92（捜索、救助等のための特例）
に基づく飛行

・原則、県職員の同行なし
・災害時ドローン撮影調査マニュアルに基づいた撮影
・二次災害の危険がある場合は撮影中止

【調査協力者】 【調査協力者】

2024/5/31



【概要】
令和5年6月30日から続いた大雨により、県西部地域
を中心に多数の土砂崩れや河川氾濫などが発生
また、広範囲かつ継続的な大雨により、被害箇所の増
大や調査のための防災ヘリが出動できないことなどから
災害対策本部では情報過少が発生
このため、孤立地域や河川氾濫状況などの早期把握
を目的に、短期間の雨止等で機動的にドローンを飛行
させ、７箇所での緊急被災状況調査を実施
その他、行方不明者の捜索に水中ドローンを活用

【効果】
雨で防災ヘリが出動できない中、近隣道路状況も含
め、いち早く被害の全容を詳細に把握
市、消防本部、警察等の関係者にシームレスに共有し、
２次被害の危険度判定やヘリ運航（優先順位）、道
路啓開など災害対策に活用
幹部等への視覚情報の提供により、スピード感を持っ
て災害対応を遂行
マスコミ各社を通じて、被害の甚大さを県民に伝え、早
期避難等の働きかけ（マスコミに映像を提供することで
マスコミや県民からの問合せ減少）
災害が起きていないことの把握としても有用

令和５年６月30日からの大雨等でのドローンによる災害対応

13

※取組内容の詳細は以下をご覧ください。
「令和５年６月30日から続いた大雨での災害現場でドローンによる緊急被災状況調査及び救援物資配送を実施しました」
https://www.pref.oita.jp/soshiki/14240/saigaidrone.html

2024/5/31

災害現場全容

孤立地域内の道路崩壊を確認 孤立地域内の橋の倒壊を確認
（孤立地域内の更なる孤立を把握）

地すべり全容 道路が寸断され、孤立地域を確認

【参考】立入可能区域からの
撮影では全容把握は困難



【対応】
① 2:30 災害警戒本部から新産業振興室に出動依頼
② 3:00 （有）佐藤鉄工に依頼し、了承 （夜明け後、雨の状況を見て撮影）
③ 8:43 県災対支援システムへアップロード
④16:00 雨の落ち着いた段階で再度空撮し、県災対支援システムへアップロード

「災害時におけるドローンによる緊急被災状況調査に関する協定」に基づく活動 ①

①由布市湯布院町川西地区（地すべり・孤立世帯等）
【災害日時】
令和５年７月１日（土）未明

【災害組織体制】
災害警戒本部⇒災害対策本部

【災害内容】
大規模な地すべり（幅80m、高さ60m）が起こるとともに、
孤立世帯及び行方不明者が発生

Oita Prefecture 14

令和５年６月３０日から続いた大雨において、以下の調査を行った。

【効果】
雨で防災ヘリが出動できない中、近隣道路状況も含め、いち早く被害の全容を詳細に把握
由布市、消防本部、警察等の関係者に共有し、２次被害の危険度判定や今後の作業量
把握など災害対策に活用
マスコミ各社を通じて、被害の甚大さを県民の皆様にお伝えし、早期避難等の働きかけ
目視では確認できない裏側の地すべりの発見

地すべり全容

災害現場全容

２つ目の地すべり

【参考】立入可能区域からの
撮影では全容把握は困難

※詳細は以下をご覧ください。
「令和５年６月30日から続いた大雨での災害現場でドローンによる緊急被災状況調査及び救援物資配送を実施しました」
https://www.pref.oita.jp/soshiki/14240/saigaidrone.html

2024/5/31



【対応】
①12:15 災害対策本部から新産業振興室に出動依頼

※夜明けになっても継続的な雨により被害の有無が確認できないことか
ら、河川及びその周辺等の状況把握のため依頼があったもの。

②12:25 （有）測量企画センター（花月川）、
（株）ノーベル（三隈川）、
（株）SamiSamiラボ（山国川）に依頼し、了承

③17:00まで 撮影の上、県災対支援システムへアップロード

「災害時におけるドローンによる緊急被災状況調査に関する協定」に基づく活動 ②

②日田市、中津市（河川周辺部の被害状況の確認） ③日田市小野地区(河川氾濫・土石流・孤立世帯等)
【災害日時】
令和５年７月１０日（月）

【災害組織体制】
災害対策本部

【災害内容】
７月７日からの大雨により河川の氾濫等が発生。

Oita Prefecture 15

令和５年６月３０日から続いた大雨において、以下の調査を行った。

【対応】
①12:50 災害対策本部から新産業振興室に出動依頼
②12:55 （有）測量企画センターに依頼・了承
③14:55 県災対支援システムへアップロード

【災害日時】
令和５年７月１０日（月）

【災害組織体制】
災害対策本部

【災害内容】
７月７日からの大雨により、河川氾濫、土石流、林地崩壊

が起こるとともに、孤立集落が発生。

【効果】
雨により情報把握が滞る中、俯瞰的に現地の状況を確認
（道路通行可否・大きな被害がないことの確認）

【効果】
雨で防災ヘリが出動できない中、いち早く被害の全容を把握
孤立集落内の被災状況の確認ができ、その後のヘリ運航、道
路啓開などの災害対策に活用（被災箇所の特定）

2024/5/31



【対応】
①12:30 災害対策本部から新産業振興室に出動依頼

※がけ崩れ箇所から孤立集落までの被害状況及び孤立集落の状況把握のため依頼があった
もの。また、ヘリの救援物資配送が不可の場合のドローンでの配送可能性の調査も依頼あり。

②12:35 （株）ノーベルに依頼し、了承
③14:30 空撮・電波調査等開始
④17:00 空撮動画を県災対支援システムへアップロード

※救援物資はヘリで配送

「災害時におけるドローンによる緊急被災状況調査に関する協定」に基づく活動 ③

④日田市鶴河内地区（がけ崩れ・孤立集落）

【災害日時】
令和５年７月１１日（月）

【災害組織体制】
災害対策本部

【災害内容】
７月７日からの大雨によりがけ崩れが起こり、孤立集落が発生

Oita Prefecture 16

令和５年６月３０日から続いた大雨において、以下の調査を行った。

【効果】
がけ崩れ箇所から孤立集落までの道のりの被害状況及び孤立集落の状況把握
孤立集落内の被災状況の確認ができ、その後のヘリ運航などの災害対策に活
用（被災箇所の特定、ヘリ派遣の優先順位付け）

2024/5/31



【対応】
７月２８日（金）
① 9:25 災害警戒本部から新産業振興室に水中ドローンの出動依頼

※25日午後に１名発見されたものの、残る１名の捜索が難航していたため、
調査の依頼があったもの。

② 9:30 （株）テクノコンサルタントに依頼し、了承
③11:20 由布市災害対策本部に到着・調査対象箇所の調整
④13:00 篠原ダム到着・調査開始
⑤17:00 調査終了

※その後、消防のドローン（UAV)映像により18時33分頃に別の場所で発見

「災害時におけるドローンによる緊急被災状況調査に関する協定」に基づく活動 ④

④由布市挾間町（篠原ダムでの行方不明者の捜索）
【災害日時】
令和５年７月２５日（月）１５時半前

【災害組織体制】
災害警戒本部

【災害内容】
突発的な豪雨に伴い、急激に河川（花合野川）水位が上昇し、

河川内で工事をしていた２名が流され行方不明者が発生

Oita Prefecture 17

令和５年７月２５日の大雨において、以下の調査を行った。

【効果】
人では時間的制約があるが、水中ドローンでは長時間の捜索が可能
人では捜索困難な濁った水中でもソナー搭載水中ドローンによる捜索が可能
ソナー搭載水中ドローンによる広範囲（最大120メートル）な捜索が可能
取水・排水口付近等の危険な箇所での捜索も可能

2024/5/31

篠原ダム全景（流木多数） 水中ドローン投入付近からの全景

準備作業 水中ドローン投入の様子

カメラ画像（視界ゼロ）ソナー画像



Digi田（デジでん）甲子園2023の地方公共団体部門でベスト４選出
Digi田（デジでん）甲子園とは、地方公共団体、民間企業など様々な主体がデジタルの力を活用して
地域課題の解決等に取り組む事例を幅広く募集し、特に優れたものを内閣総理大臣賞として表彰する
取組。（主催：内閣官房）
大分県と大分県ドローン協議会の災害時のドローン活用の取組は本選出場を果たし、令和6年2月18日
までのインターネット投票等の結果で受賞者を決定。
地方公共団体部門のベスト４に選出され、首相官邸での表彰式に出席。

■日 時：令和６年３月６日（水）17:00～17:30
■場 所：首相官邸 2 階大ホール
■出席者：岸田 文雄 内閣総理大臣

河野 太郎 デジタル大臣
増田 寛也 審査委員長
大分県副知事 吉田 一生
その他、受賞者代表 等

■募集期間：令和5年8月30日（水）～10月22日（日）
■募集取組：デジタルの活用により、地域の個別課題を実際に解決し、

住民の暮らしの利便性と豊かさの向上や、地域の産業興
につながっている取組

■募集対象：①地方公共団体、②企業・団体その他の民間の主体
■選考方法：インターネット投票と審査委員評価により、受賞者を決定
■応募総数：240件（うち、地方公共団体97件、企業・団体143件）

Digi田（デジでん）甲子園2023 Digi田（デジでん）甲子園2023表彰式

出典：内閣官房ホームページ（https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digitaldenen/koshien/pdf/result_2023.pdf）を加工して作成 表彰式での写真
受賞結果・紹介動画はこちら（内閣官房ホームページ：https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digitaldenen/koshien/kekka/2023/index.html#s3）
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平常時での活動の場として「防災・減災分科会」の立上げについて
協定締結及び調査協力者の登録を通じて、災害時にドローンによる調査を行う体制は構築できるもの

の、調査協力者の安全な飛行や効果的な動画撮影、共通認識を図るためにも、平常時での準備が重
要。このため、大分県ドローン協議会の分科会として「防災・減災分科会」を立上げ。

【取組内容の例】
・実証事業（災害現場を想定した空撮）の見学会
・防災訓練での実証
・災害時ドローン撮影調査マニュアルの改定
・住民対応や撮影時の服装の統一化
・情報収集の高度化（３D化の撮影方法）
・有用性の共有 等

防災訓練での空撮の様子 空撮動画を日田市の災害対策本部会議で視聴する様子（訓練）想定災害現場

Oita Prefecture 192024/5/31
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航空機開発における最適化設計技術を応用した大型ドローン
用の革新的新型フレームの開発
ciRobotics株式会社、株式会社中央エンジニアリング、
株式会社Sami Samiラボ

ドローン研究開発・社会実装支援補助

ドローン活用によるプラント設備点検の高度化、効率化に向
けた実証実験
昭和電工株式会社大分コンビナート

設備点検の高度化・効率化及び
災害時の迅速な被災状況の確認
における、ドローン活用の可能性の
検証
設備点検（特に目視点検）の
有効な代替え手段となる画像撮
影が可能かを検証
フライト･腐食解析の検証結果、
課題とその対応方針などを整理

エレベーテッドフレア 可視＋赤外

配管外面の腐食評価モデル

①研究開発補助 ②社会実装促進補助

ドローンの機体及び付属装置、ソフトウェア、ド
ローンを活用したサービス等の開発を補助

ドローンによる産業上の課題解決又は地域振興
につながるドローンの活用を図る取組に補助

補助率：２／３以内（上限５００万円）
予定件数：３件

補助率：１／２以内（上限１５０万円）
予定件数：３件

【R4年度支援事例】 【R2年度支援事例】

ドローンの軽量化及び剛性
の最適化を図るため、航空
機開発技術を活用した新
型フレームを開発。
フレーム剛性がドローン性能
（飛行安定性や航続可能
時間等）に及ぼす影響の
データを取得し、今後の機
体開発への知見を獲得。 ※本補助金は令和4年度まで実施
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平成２９年度大分県ドローン産業研究開発事業 実績

2024/5/31 Oita Prefecture
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携帯電話通信網を利用した無人航空機制御装置の研究開発
ciRobotics 株式会社

ドローン飛行空域管理サービス「DUCT」の開発
株式会社オーイーシー

3次元地図作成省力化システム開発
九州建設コンサルタント株式会社

用途特化型UGV、USV及びUUVの開発
EAMS JAPAN 株式会社

携帯電話通信網を用いてカ
メラ映像とGPS位置情報の
リアルタイム監視、プログラミ
ング飛行などを遠隔制御す
る制御装置を開発

平成30年度のドローン宅配
の実証実験では開発技術
を活用して実施 飛行検証した試作機

ドローンの飛行に関する情
報を登録できる「ドローン空
域管理サービス DUCT」を
開発

H31.10よりサービス提供を
開始し、既に19 件の空域
を登録。 DUCTアプリ画面

DUCT紹介HP：https://www.duct-airspace.jp/

ドローン等で撮影した点群
データから3Dデータへ効率
的に自動変換生成するシス
テムを開発。

データの処理時間を従来の
10分の1に短縮でき、ポイン
トクラウドサービスとして、ビジ
ネス事業化を目指す。

BC災害発生時における無
人簡易検知UGV型ドローン
や水難救助活動における無
人ソナー探索USV型ドロー
ンを開発

またダム施設の水中設備に
対する目視点検を遠隔実
施可能な無人潜水艇UUV
型ドローンを開発

簡易検知UGV型ドローン3Dデータへの変換システム

平成３０年度大分県ドローン産業研究開発事業 実績

2024/5/31 Oita Prefecture
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ドローン操縦及びプログラミング体験研修サービス
株式会社オーイーシー

ドローン動画自動３Ｄ化クラウドの開発
株式会社ザイナス

汎用ドローン搭載赤外線カメラにおける
太陽光発電パネルの検査ソフト開発
柳井電機工業株式会社

ドローンでの360度映像による
能動型バーチャル観光システムの開発
合名会社ユフプロ

子ども（小/中/高）向けドローン操
縦及びプログラミング体験の研修
サービスの開発、各学年に対応する
カリキュラムの作成

教員にもプログラミング学習を通した
課題解決型学習を理解していただ
き、ITスキルの足りない教育現場で
の教育者の支援を実施

子どもたちへの研修サービス

ドローンで撮影した動画か
ら３Dモデルを構築するた
めのオートメーションシステ
ムを開発

防災、減災、土木、建築、
メンテナンスなど様々な業
界で使用可能、スキルレス
化により各業界でのドロー
ンの活用を促進

太陽光パネルの点検において、
汎用ドローンに搭載した赤外線
カメラで撮影した画像を解析し、
自動で異常個所が特定できる
システムを開発

今後、全国のメンテナンス業者
へ太陽光パネル検査システムを
PR販売し、事業拡大予定

ドローンによる空中、水中撮影
による大分県特化型の観光コ
ンテンツを開発

映像とエアロバイクを連動させ、
能動体験型のバーチャル観光
システムとすることで、エンターテ
イメント用途だけでなく、運動が
困難な方への健康増進ツールと
しても活用可能異常箇所の特定事例

太陽光パネルの撮影風景

教育者への支援

ゴーグルと簡易エアロバイク
でどこでも手軽に使用可能

令和元年度大分県ドローン産業研究開発事業 実績

2024/5/31 Oita Prefecture
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農業の必要十分な散布と被ばくを防ぎ若い方、女性の参入を
促すバジル向け均質自動散布用UGVの開発
くにみ農産加工有限会社

容易に換装できるスキッドを持つ消防用ドローンの実用化
株式会社 SamiSamiラボ

ウインチシステムを用いた多用途向け
資材搬送装置の開発
ciRobotics 株式会社

産業向けドローン飛翔音による障害物
検知装置・システムの試作開発
シェルエレクトロニクス株式会社

バジルや葉物野菜の病害対策
用として、農薬散布専用車両を
開発

真上、斜め上、横、斜め下からの
散布を実現。葉裏へもしっかり散
布され、ムラのない防除を実現

車両外観

墜落を回避できる機能、防
水性、多用途に適用可能
なドローンの機体を開発

災害時における迅速な対
応を可能にするため、容易
に換装できるスキッドを持つ
消防用ドローンを開発

離発着することなく、荷物配送できる汎
用型の資材搬送装置を開発（ウインチ
システム）

ドローンに搭載される既存の検知方法で
は検出できない障害物について、音響測
距法を用いて検出する回路を開発

資材搬送装置を用いた飛行テスト

車両における
散布ノズル部

ドローンへのマイクの設置

ウィンチ・ライト・
カメラなどアタッチ
メントをワンタッチ
で取り外し可能

障害物検知例（黒：柱、
青：柱の周りの障害物）

令和元年度大分県ドローン産業研究開発事業 実績

ドローンスカイレスキューシステムの
進化型開発プラン
ゴードービジネスマシン株式会社

物資投下型のウィンチ搭載災害用ド
ローンを開発（静音性に特化した羽ば
たきドローンを搭載）

孤立集落等へ救援物資を輸送を想定

2024/5/31 Oita Prefecture
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ドローン講習におけるオンライン実技試験用ソフトウエアの開発
株式会社オーイーシー

草刈りドローンの開発
ciRobotics 株式会社

水底クリーニングドローンの開発
株式会社テクノコンサルタント

イチゴなど高設ベンチ栽培の病害
対策用として、農薬散布専用車
両を開発

真上、斜め上、横、斜め下からの
散布を実現。葉裏へもしっかり散
布され、ムラのない防除を実現

コロナ禍においても任意のタイミ
ングで実技確認が可能なオン
ライン実技試験用ソフトウエア
を開発

【メリット】
・効果の高い実技講習の実現
・振り返り学習が可能
・講師のレベルアップ講習

畦道での活用を目的に、草刈り機が搭
載できる専用設計の機体作成、草刈り
機を搭載可能なアタッチメントの開発

地下タンクや養殖プール等の水底を清掃
することを目的に、吸引スラスターを備えた
水中ドローンを開発

草刈りテスト飛行の状況 水中ドローンテスト着底 ターゲット回収状況

令和２年度大分県ドローン産業 研究開発支援実績

法面点検ドローンの開発
株式会社テクノコンサルタント

法面上の任意の地点で遠隔操作にて打
音検査等を行うことを目的に、法面移動
機体及び打音検査装置を開発

苺高設ベンチ栽培システムにおける効率的な農薬散布車両開発
株式会社守江いちご園、APEX  JAPAN株式会社

打音解析の例法面移動機体登攀草刈り状況
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太陽光発電パネル検査ソフトウェアを活用した、ドローンに搭載
した赤外線カメラによる、工場内点検システムの構築
柳井電機工業株式会社

令和３年度大分県ドローン産業 研究開発支援実績
ドローンで撮影した赤外線熱画像の二時刻温度差解析ソフトの開発
株式会社テクノコンサルタント

水上自動走行能力を備えた導水路内部点検用ＵＳＶ型ドローンの開発
九州電力株式会社、APEX  JAPAN株式会社

導水路内部点検における作業員の身体的負担軽減及び
点検に伴う発電所停止期間の短縮を目的に、水流のある
中で水路のひび割れ等の状況確認ができるUSVを開発。

電波やGPSが届かない環境において、水流や導水路の拡
幅・縮小、曲がりのある中で、導水路の中央を通り、画像で
ひび割れ等を確認できる機体の開発を実現。

実証実験と併せて、工業系高校での見学会を実施 開発した水上ドローン 水上ドローンからの映像

工場内点検の負担軽減
及び効率化を図ることを
目的に、蒸気配管検査
ソフトウェア及び水上ドロ
ーン（水中ドローン搭載）
を開発。
工場内の蒸気配管検査に好適な
ソフトウェアの開発を実現。
水上ドローンについては、試作機を開発し、
引き続き実用化に向けた開発を実施。

法面点検の負担軽減及び
効率化を図るため、ドローン
で撮影した同位置二時刻
での画像ずれの補正を目
的に、ソフトウェアを開発。

二時刻の画像ずれを調整
するソフトウェアを開発し、
二時刻温度差画像を生成
することで、法面点検の効
率化を実現。

二時刻での法面撮影
（左：高温時、右：低温時）

二時刻の温度差画像
（オレンジ色の個所に浮きの可能性有）
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令和４年度大分県ドローン産業 研究開発支援実績
ドローン写真を利用した山林資源測量サービス
株式会社オーイーシー

機体の特徴である「衝突回
避性能」により、森林内での
ドローン撮影の可能性を検
証・確認。

撮影データを元に、AI解析
により「胸高直径」「樹木の
曲がり具合」「樹高予測」が
可能なソフトウェアを開発。

AI学習データの収集や森林
上空飛行データと組合せに
よる精度向上を図る。

飛行実証の様子

開発したソフトウェア画面
（樹木ごとに胸高直径等のデータ閲覧可能）

航空機開発における最適化設計技術を応用した大型ドローン用の革
新的新型フレームの開発
ciRobotics株式会社、株式会社中央エンジニアリング、
株式会社Sami Samiラボ

ドローンの軽量化及び剛性
の最適化を図るため、航空
機開発技術を活用した新
型フレームを開発。

フレーム剛性がドローン性
能（飛行安定性や航続
可能時間等）に及ぼす影
響のデータを取得し、今後
の機体開発への知見を獲
得。

開発
機体

開発機体の実飛行
ドローンアナライザー
によるデータ取得

AIを活用したドローン動画の内容抽出ソフトウェアの開発
株式会社ザイナス

災害時等の動画情報を迅速に解析できるようにする
ため、AIを活用して動画内のチャプターやチャプターごと
のサムネイルを作成するとともに、その緊急（リスク）
度を評価することで、動画の重要度やその中でも見る
べきポイントを整理し、迅速な災害対応に繋がるソフト
ウェアを開発。
その他、リモートIDの位置情報と動画を重ね合わせる
ことで、撮影ポイントのおおよその特定が可能となり、
地図上にリスクポイントを示すことにも成功。

開発したソフトウェアの実装画面
（左上：動画、左下：チャプター・サムネイル、

右：地図上のリスクポイント）

チャプター等作成のためのAIモデル
に学習させるラベルデータイメージ
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令和５年度大分県ドローン産業 研究開発支援実績
ArduPilotに基づく自社製フライトコントローラの開発
ciRobotics株式会社、モバイルクリエイト株式会社

オープンソースであるArduPilot
（ファームウェア）やPixhawk
（ハードウェア）と自社ノウハウ
を活用し、フライトコントローラの
試作機を開発。

試作機を搭載したドローンで基
本的な飛行が行えることを確認。

引き続き、最適化、能力・精度
向上を図り、実用化・製品化に
向けての研究開発を実施。

フライトコントローラの試作機
（基盤設計と堅牢性の高い筐体製作）

試作機を搭載した
ドローンでの飛行試験の様子

ドローンポート付無人放水UGVの開発
エスアールエムプラス株式会社、APEX JAPAN株式会社

人が中まで侵入できない火
災や災害時の現場に迅速
かつ安全に到達し、無人で
放水ができるUGVを開発。

UGVにドローンポートも装
備しており、火災調査や救
助活動も実施可能。

大分市消防局との共同訓
練により、その有用性を確
認。

開発機体

大分市消防局との共同訓練の様子
農業用水路トンネル等を安価に調査できるSLAM機能を備えた小型UGVの開発
株式会社テクノコンサルタント

豪雨災害等により閉塞した農業用水路トン
ネルの復旧工事を進める上で、閉塞位置の
特定やトンネルの位置関係を把握する小型
UGVを開発。
UGVにLidarSLAM技術を搭載することで、
狭いトンネル内をマッピングし、損傷状況を調
査。
また、トンネル内は電波が伝搬しにくく、UGV
との通信は有線を用いるため、テザーケーブル
の乱巻き防止装置を備えたウインチを開発。 開発した機体及び乱巻き防止装置（ウインチ）を備えたテザーケーブル SLAM技術との親和性や走行性能を

検証するため６つの機体を開発

計測したトンネルの画像
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ドローン活用と既存方法の調査診断の精度比較による次世代
インフラ保全の生産性向上の実証実験
株式会社黒川建装、株式会社ネオマルス

ドローン活用によるプラント設備点検の高度化、効率化に向け
た実証実験
昭和電工株式会社大分コンビナート

ドローンを活用した、農作物等の鳥獣被害対策
株式会社ワールドオフィス

ドローンサッカー体験サービスを通じた地域振興
株式会社エー・ディー・イー

１２K高解像度カメラや赤外
線装置を搭載したドローンに
よって対象建設物の調査データ
を収集
収集したデータに解析等を施し、
既存診断方法の結果と詳細に
比較することで、ドローンを活用
した診断によるメリットと課題を
明確化

設備点検の高度化・効率化及び
災害時の迅速な被災状況の確認
における、ドローン活用の可能性の
検証
設備点検（特に目視点検）の
有効な代替え手段となる画像撮
影が可能かを検証
フライト･腐食解析の検証結果、
課題とその対応方針などを整理

音波発生器・レーザー照射器及び
赤外線カメラ等を搭載したドローン
を用い、昼夜の野生鳥獣の出没
監視及び追い払いを行い、農作物
等の鳥獣被害対策に活用

太陽の家（別府市）内に開
設したＡＤＥドローンアリーナを
活用し、一般ドローンの練習や
体験、ドローンサッカー競技の体
験会を実施（約300名）

体験会を通じて、ドローンの理
解や普及促進を図るとともに、
操縦技術の向上や他のコンテン
ツを加えた体験型観光の実施

令和２年度大分県ドローン産業 社会実装促進支援実績

エレベーテッドフレア 可視＋赤外

配管外面の腐食評価モデル

既存の劣化診断

高精細・赤外線カメラの診断

赤外線画像の送信機映像

レーザー照射器
ＡＤＥドローンアリーナ

ドローンサッカーの様子
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ドローンを活用した麦作における省力化及び低コスト化技術の
検証
株式会社ゆふ農業サポート

屋外文化財を後世に。測量ドローンを用いた記録保存への
取り組み
株式会社文化財保存活用研究所

濁水中での水中ドローンの活用促進
株式会社テクノコンサルタント

ドローンを用いた境界調査
薩摩陽平土地家屋調査士事務所

麦作の効率化・収益向上を図る
ため、ドローンによる播種及び追
肥の実用可能性を検証。

播種において、従来の農法による
麦作（対照区）と比較し、同等
程度の出芽数が確認できるととも
に、10haあたり33時間程度の労
働時間削減に貢献。

自然災害における史跡の復旧等
での活用を目的に、災害前の史
跡に対して、測量ドローンを用いた
効率的な測量の実証実験を実施。

ドローンを用いた写真測量及び記
録保存用３Ｄモデル化を実現す
るとともに、大幅な作業負担の軽
減が図られた。

水中ドローンによる濁水中での物
体確認を目的に、マルチビームイ
メージングソナーの活用可能性を
検証。

カメラでは20cm程度の視程しか
得られない濁水中でも、離れた位
置から物体の形状を把握できるこ
とが確認でき、活用範囲の飛躍的
拡大を実現。

これまで費用対効果等で困難だった
広大地や急斜面などの境界調査を
可能にし、土地利用を円滑にするこ
とを目的に、ドローンによる効率的な
測量を検証。

ドローン空撮を通じてオルソ画像及
び３次元点群を作成することで広大
地所有者の測量可能箇所の拡大
や様々な事情で現地立会できない
場合の境界確認資料の作成を実現。

令和３年度大分県ドローン産業 社会実装促進支援実績

ドローン測量

文化財の３Dデータ

播種作業

ドローン播種による麦の生育状況

映像とソナー映像の比較

水中ドローンとソナー

オルソ画像と
地積測量図等の比較

境界確認資料等の３Dデータ
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令和４年度大分県ドローン産業 社会実装促進支援実績

従来手法と比較し、マン
ション等の外壁点検におけ
る効率化、安全性、精度
等の検証を実施
日当たり等の影響はあるも
のの、スクリーニング調査とし
ての有用性は確認
作業時間の80％の削減
及び安全性の向上が期待
本年度中に６件の実証を
実施

赤外線による浮きの確認

外壁点検の様子

赤外線カメラ搭載ドローンを活用した外壁調査
有限会社堀防水工事

You Tube：https://www.youtube.com/watch?v=gkjh-idubiA&t=15s

ドローン遠隔制御の実証
株式会社ラック、姫島村

ドローンの利活用が広がる中
で、機体や操作元のセキュリ
ティ確保は重要。
位置情報を使ったアクセス制
御の特許技術を活用したド
ローンのセキュリティ向上を図る
実証実験を実施。
ドローンで実装可能なことが確
認でき、今後具体的なサービ
ス化に向けて開発を実施。

実証実験の様子

位置情報を使ったアクセス制御
（イメージ）

水中物理探査をターゲットとした水中ポジショニング装置（USBL）導入
株式会社テクノコンサルタント

水中では電波が届かず、また、濁り等の影響に
より、位置情報の把握が困難。
このため、水中ドローンの水中位置計測装置
（USBL）を導入し、水中での正確な位置情
報を把握することで、貯水池やダム、港湾の点
検等での活用が期待。
水中ドローンの位置を高精度（角度±2%以
内、距離0.1ｍ以内）で確認でき、正確な点
検に活用できることを確認

実証実験の様子（赤枠：導入装置）位置情報を示すモニター画面



大分県ドローン協議会において、JUIDAによる、ドローン点検における最新動向や活用事例、事業展開までのノウハウを体系
的に学ぶ「ドローン点検技術管理者向け講座」を大分県内に所在のある事業所等の管理職の方々に対して実施

受講者数：４１名（ドローンサービス提供者コース２２名、ドローン導入者コース１９名）
業種等：コンサルタント１８名、建設業１０名、情報通信業３名、プラント事業３名、農業４名、写真業１名、

メディア１名、災害救援１名

ドローン点検技術管理者向け講座（一般社団法人日本UAS 産業振興協議会（JUIDA））
開催期間：令和３年１月１５ 日（月）～１月２０日（金）の５日間
開催内容：２種類のコースを設定、ドローン点検の建築・設備・インフラ点検分野の最新動向や活用事例などを

体系的に実施
①ドローンサービス提供者コース（ドローンサービス提供者として事業展開を検討している者）
②ドローン導入者コース（自社の業務改善を目的としてドローンの導入を検討している者）

ドローン人材育成事業（令和２年度）
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ドローン人材育成事業（令和３年度）

分野 セミナータイトル
講 師

所属 役職 氏名

鳥獣害対策
鳥獣害分野のドローン活用について 株式会社T＆Tドローン事業部 リーダー 中田 耀介 氏

南小国町のドローンとシステムを活用した鳥獣害対策について 熊本県南小国町 まちづくり課
企画商工観光係 主査 高藤 郁弥 氏

モビリティ ドローンの産業振興に向けた取組 経済産業省 製造産業局
次世代空モビリティ政策室 室長 宇田 香織 氏

観光・イベント・
スポーツ 観光・イベント分野におけるドローンショーの活用について 株式会社ドローンショー 代表取締役 山本 雄貴 氏

測量 測量におけるドローン関連技術と活用事例
do株式会社 代表取締役社長 髙原 正嗣 氏農業 農業分野におけるドローン活用の現状とその可能性

点検 ドローンを活用した点検の現状

救急・医療
救急・災害医療分野のドローン活用について 岐阜大学医学部附属病院

高次救命治療センター 講師 名知 祥 氏

救急・災害医療分野のドローン活用について 岐阜薬科大学
地域医療実践薬学研究室 教授 林 秀樹 氏

災害・防災 『災害・防災分野でのドローンの活用』 Hec-Eye(ヘックアイ)で
情報収集と共有をさらに効率化 株式会社リアルグローブ 九州エリア担当 笠門 浩一郎 氏

最新機体 ACSLの産業用ドローンの活用事例 株式会社ACSL 事業開発本部長 六門 直哉 氏
国の動向 ドローンの技術政策に係る国土交通省の取り組み 国土交通省 技術政策課長 伊藤 真澄 氏

インフラ点検 ドローン「インフラ点検／DX」最前線 ブルーイノベーション株式会社 代表取締役社長
執行役員CEO 熊田 貴之 氏

ライセンス・スクー
ル・機体登録 ドローン「レベル４飛行」に向けた制度と技術 一般社団法人日本UAS産業振興

協議会 理事長 鈴木 真二 氏

警備・監視 ドローンを活用したスマート港湾の取り組みとAI解析、情報共
有システムの活用について 株式会社エアーズ事業企画部 開発担当 細井 智也 氏

物流 2022年度レベル4解禁、ドローン物流の最新動向 ブルーイノベーション株式会社 専務取締役
執行役員CTO 熊田 雅之 氏
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ドローンの各分野の著名人を講師にお招きし、１４分野においてオンラインセミナーを実施（延べ364人参加）



■概要：協議会会員や分科会等におけるニーズや政策動向、業界動向をもとに、ドローンの活用事例や
関連技術などを学習する場として、以下の研修会（セミナー）を開催。

日 程
（開催方法）

テーマ 講 師 受講
者数

令和5年5月10日
（実地対面）

国内最大級の農業用ドローン等
の公開見学会

ciRobotics（株）
技術部 長尾 祥伍 氏

47名

令和5年8月28日
（実地対面）

水中ドローンによる魚礁・藻場礁
調査研修会
※県地域農業振興課と合同開催

（株）テクノコンサルタント
技術開発室 室長 小石 明 氏

4名

令和5年8月31日
（対面）

ドローン測量導入にあたっての基本
的内容と今後の可能性について

（株）テクノコンサルタント
取締役会長 伊東 修 氏

12名

令和5年11月21日
（対面）

①次世代空モビリティの社会
実装に向けて

②次世代空モビリティ（ド
ローン、空飛ぶクルマ）の
実装に向けた課題と展望と
ビジネスチャンスについて

③空の移動革命に向けた検討
課題の現状

※県先端技術推進課と合同開催

①経済産業省
航空機武器宇宙産業課
次世代空モビリティ政策室
係長 中原 健太郎 氏

②東京大学 大学院工学系研究科
航空宇宙工学専攻
教授 土屋 武司 氏

③法政大学 理工学部
客員教授 白井 一弘 氏

57名

令和6年1月22日
（対面）

「レベル４」飛行の実現と目視外
飛行の今後の可能性

（株）ACSL 
社長付 伊藤 康浩 氏

45名

5/10 農業用ドローンの見学の様子

8/28 水中ドローン研修会の様子

11/21 セミナーの様子

ドローン人材育成事業（令和５年度）
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ドローン普及・啓発事業

ドローン利用者の拡大及び地域でのドローンの更なる活用促進を図るた
め、県下各地において、ドローン実機による操縦体験やドローン活用事例
紹介を行うDRONE LABを開催

＜子供向け＞ドローン操縦・ドローンサッカー＆プログラミング体験会

＜大人向け＞ドローンビジネススクール・実機デモフライト

DRONE LAB（ドローンラボ）


